５　新市町村建設計画

　町村合併そのものは、ただ町村の規模を大きくすることだけが目標でなく、合併後の新市町村建設のための段階的措置である。したがって、昭和２８年からつぎつぎと県下全体に広がった合併熱によって生まれた新市町村は、それぞれに合併時の建設計画を樹てて暫定的な建設計画に当たっていたのである。


　羽合町でも、合併直後に計画された建設計画は、それぞれ旧村の意識や立場を主張し、しかも、十分な時間を与えられることなく早々のうちに相談して作成されたもので、その内容は、施設面に重点をおかれたいわゆる政治的妥協に基づいてつくられたものであった。したがって、真に町村合併の目的を正当に理解し、新町の立体的で科学的に分析されるべき計画とはほど遠いものであった。

新市町村建設促進
　こうしたとき、全国的な合併新市町村の建設を押しすすめるために、昭和３１年６月「新市町村建設促進法」

法の制定
が制定され、ともすれば将来に立脚しないその場式の計画をたてやすい町村に対し、科学的で安定性のある抜本的な計画をたてるよう指導に乗り出したのである。

　町村ではこうした時期に、国の力強い行政指導を望み、合併を本格的な軌道に乗せる必要を強く感じていたために、この新市町村建設促進法の制定は力強く感じられたようである。だがこの法が施行され、県の指導によってはじめて基礎調査に取り組んだとき、羽合町全域にわたる自然的、経済的、社会的、文化的その他すべての面にわたる諸要素を科学的に分析しなければならない内容をみたとき、いまだかって経験したことのない膨大なもので、ちょっと二の足をふんだ形であった。

　しかし何はともあれ、羽合町１００年の計を樹てるためにはどうしても通らなければならない道であり、昭和３２年７月その準備にとりかかった。だが、こうしたときの羽合町は、財政的な再建をするために前章に述べている再建団体の指定を受けたばかりで、財政的に準禁治産者となっているときであった。
新市町村建設計画
　まずこの基礎調査で取り上げられたものは次の事項である。（大分類のみ掲ぐ）
の着手
　○地勢・気象等の状況　○人口及び世帯数　○資源の分布状況　○生産・所得・消費等の状況

　○産業の構成　○交通　○運輸及び通信　○観光　○住宅　○教育　○民生　○衛生　○生活改善


　○財政　○金融


　こうした内容を調査するに当たって、それぞれの関係する職員１２名を選定して助役、総務課長の下に事務局をつくって取り組まれた。以来５か月間を要してようやく基礎調査を終わり、つぎの段階である基本計画に着手した。

　基本計画では、基礎調査による実態を検討しながら、３２年１２月第１回の建設審議会の開催以来数回にわたって協議された結果、次のような基本計画がたてられた。少し煩わしく思えるが、合併羽合町が名実共に一本立ちできた重要施策であったため、その概要をまとめてみたい。

羽合町建設計画の
　　　計画の目的と性格

概要
　農業を主幹とする町内産業の振興をはかり、生産の拡大と住民所得の増大によって日々豊かな生活を楽しみ、生き生きとした生産活動に励める地域社会の建設を目標とする。


　町内産業構成の中で７８％の農業を占める立地条件から、計画の中心はあくまで農村的なものであり、農業の振興をその基幹として他の産業を併せて振興することとした。したがって、農地の基礎的条件を改善するための農地計画と、農業経営の合理化によって農地の高度化をはかり、生産の拡大をはかることを重点にした。


　　　基本計画の概要


（１）人口、雇用、所得に関する計画


　過去の実績と国の想定する増加率を基にし将来の人口と就業者数を想定して、就業者１人当たりの生産所得を１４８,７９０円以上に、町民１人当たり６４,１３８円以上の水準まで到来することを目標とする。

（２）産業・教育等の振興に関する計画


　農地計画　　生産の拡大をはかり農地の大規模造成をはかるため、東郷湖干拓並びに地盤変動対策、橋津川

　　排水改良事業を施し、周辺湿田の二毛作化をはかる。


　農産計画　　農奴的な経営から頭脳的な経営へ切り替え、併せて農地利用の高度化をすすめるため、３２年
　　度に完了した水田の区画整備事業に引きつづき、砂丘地の畑地かんがい施設、山畑地帯の農地保全事業に
　　よって基礎条件を整備する。


　　　また、山畑地帯の梨、砂丘地帯のぶどうを集団化し、共同施設の整備とともに生産と販売の一貫性を確
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　　保し経営の合理化をはかる。


　交通基盤の整備　　国県道改修をはかり山陰陽の連絡
　　　　　　　　　　　　を密にする。そのためには、国道９号線と併せて県

　　道羽合～倉吉線（現在は国道に昇格）の早期改修を

　　促進する。また、このことは商工業の振興につなが

　　り、特に温泉の開発、東郷湖及び橋津周辺の観光開

　　発の基盤につながる。

　教育・文化・厚生計画　　小学校の統合を促進して学

　　校教育の施設設備の充実をはかる。中学校においては農業実習教育を強化し、農村子弟としての知識充実

　　をはかる。また、地区公民館を整備し、社会教育の活発化をはかる。


　　　羽合町全域に上水道を布設し、生活環境を改善するとともに、台所改善と食生活の合理化をはかる。

　この基本計画にもとづき、いろいろと実施計画が策定されたが、あまり長期にわたる計画では“絵に書いたもち”になるおそれもあり、次の様な５か年計画が策定された。

（１）町が行なう事業

　農地計画　　８,７００,０００円　　地積調査、農地交換分合、橋梁架替（４か所）


　農産計画　　２,３３０,０００円　　採種圃設置、品種試験、肥料試験展示圃、客土試験田設置、水稲種子消

　　毒、苗代共同防除、土壌調査、先進地視察、増産研究発表会、農業講習会、農地利用実態調査、生産費調

　　査、特用作物調査研究、暗渠排水試験田、耕土培養

　畜産計画　　　　１７６,０００円　　講習会、家畜調査費、市場調査、畜産品評会


　果樹振興計画　　４０８,０００円　　講習会、果樹園実態調査、生産費調査、薬剤試験田


　養蚕計画　　　　　１６,０００円　　講習会


　商工計画　　　　　３２,０００円　　制度金融幹旋、講習会、商業振興基礎調査、農村副業研究調査


　観光計画　　　　１４０,０００円　　海水浴簡易休憩所


　水政計画　  ５４,０００,０００円　　海岸保全、河川災害復旧、河川改良


　厚生計画　  ５１,６７１,０００円　　浅津保育所建築、援護費、社会福祉費、上水道布設、町営火葬場設置、

　　児童遊園施設


　道路整備計画　５,１６２,０００円  　田後小路改良、上浅津船渡線改良、下浅津北条線改良、下浅津学校横

　　道線改良、南谷天神橋改良、橋津佐渡～国道間、橋津共同浴場線、橋津駐在所横道線、橋津馬ノ山線、上

　　橋津縦貫線、南谷吉川横道線、上長瀬裏道線、上長瀬石山線、久留中学校横道線、宇野学校道線、宇野寺

　　入口線、橋津光吉通学道路の改良


　通信計画　  　１,６４０,０００円　　部落電話架設、町内有線放送施設整備


　庁舎、公用施設　　  ２,１４５,０００円　　行政連絡用自動車購入、書類倉庫建築、雑納庫建築、車庫建築

　消防施設整備計画　１１,５４０,０００円　　三輪自動車ポンプ購入、四輪自動車ポンプ購入、消防水槽設置、

　　消防車庫建築、ホース購入

　教育計画　　５９,１９１,０００円　　小学校統合校舎建築、中学校校舎改築、理科振興整備、図書振興整

　　備、農業実習用地買収、小中学校給食施設設備の整備、公民館支館建築、映写機購入、公報用写真機購入、

　　羽合町史編さん、水泳プール新設、新生活運動推進費季節託児所設置、結婚式服調製、迷信打破の冊子発

　　行


（２）団体が行なう事業計画


　○農業協同組合営事業

　農地計画　　５,０２０,０００円　　貯水槽設置、耕土培養

　農産計画　　６,９１０,０００円　　肥料溜、共同育苗施設、動力粉霧機購入、動力撤粉機購入、動力耕うん

　　機購入、水稲早期栽培


　畜産計画　　　２,１５０,０００円　　豚増殖（種豚、貸付豚）、緬羊薬浴槽、共同育すう所、飼料調整施設


　果樹振興施設　１,３６０,０００円　　貯水槽、梨母樹園設置


　養蚕計画　　　６,０５０,０００円　　老朽桑園改良、蚕糸祭費


　農林水産物流通計画　６,０２４,０００円　　共同集荷所（橋津、長瀬西部、下浅津、光吉）、共同加工所


　（宇野）、農業倉庫


　農協強化計画　　農協連絡協議会、養豚組合協議会、果実組合協議会


　○土地改良区営事業


　農地計画　２７９,２１６,０００円　　農道改良、用水路改修、排水路改修、暗渠排水、地盤変動対策、東郷

　　湖排水改良、農地保全、畑地かんがい

　○実行組合営等事業


　農地計画　　１８,９３０,０００円　　農道改良、索道布設、コンクリート畦畔、排水路改修、客土、撤水施

　　設、貯水槽設置、農舟桟橋


　農産計画　　５７,１３３,０００円　　堆肥舎設置、小型堆肥舎設置、園芸特用モデル、撤水施設、水稲病虫

　　害防除


　畜産計画　　１２,７４６,０００円　　豚増殖（飼育、繁殖）、緬羊増殖、養鶏増殖、飼料作物の増殖、サイ

　　ロ増設、豚舎増築、鶏舎増築


　果樹振興計画　　８０,０４０,０００円　　貯水槽、かん水ポンプ、果樹園経営展示園、果樹園共同防除施設、

　　果樹早生栽培、梨、ぶどう病虫害防除

　養蚕計画


　　稚蚕共同飼育所（長瀬中央、浜、新川、南谷）、緑肥増反


　林産計画　　　１,５８２,０００円


　　造林、林道


　農林水産物流通計画　　６,４４６,０００円


　　共同集荷所（橋津）、共同乾燥施設（上浅津）、共同作業場


　商工計画　　　　　　　　　　７８,０００円


　　商店経営診断、市場開設


　観光計画　　１０,４００,０００円


　　旅館施設の拡充、照明施設、立看板


（３）国、県要望事業

　農地計画　　　４６２,５００,０００円

　　東郷湖干拓事業


　観光計画　　　　３６,０００,０００円


　　道路整備、船つき場改修


　道路交通計画　５０３,１００,０００円

　　県道羽合～倉吉線改修、県道海運橋改修

（４）事業費総括

　　　国営（要望）事業　　３７８,０００,０００円


　　　県営（要望）事業　　５０３,１００,０００円


　　　町営事業　　　　　　１９７,１５０,０００円


　　　団体営事業


　　　　農　　協　　　　　　２７,５６６,０００円


　　　　改良区　　　　　２９７,２１６,０００円


　　　　実行組合　　　　　１９２,２７５,０００円


　　　　合　　計　　　  １,５７７,３０７,０００円

建設事業推進の実
　さて、このように国県、町、団体を合わせて約１,５８０,０００,０００円の大計画がたてられたが、問題は
績　　　　　　　　　この計画が再建団体の枠の中にあって、計画された年次に実施されるかどうかということであった。このことについては、後章に書く「合併２０周年」の項に記載した主な事業をみればわかるように、なかなか計画通りにはいかなかった面も多くあった。


　しかし、当時の人口わずか８,０００人程度の自治体で、しかも財政再建団体の枠の中でよくこれまでの諸事業ができたものであると、首をかしげる程である。
